
索
御
落
摩
馨
贈
杢

　
・
　
　
　
つ
て
、
普
汎
必
然
性
の
基
礎
即
ち
先
天
的
形
式
を
確
定
照
明
す
る
こ
と
が
、
蒼
く
と
も
其
核
心
の
最

撫
7
選
る
部
分
を
襲
す
三
ふ
憂
け
一
最
養
箋
存
の
叢
で
あ

　
圃
　
　
　
ら
う
。

卜…隷一嘱
欝2＿・oδ9

1　穴灘、⇔．！o．！2

　
　
　
而
し
て
又
謡
扇
必
然
性
の
墓
礎
附
け
を
な
す
べ
き
役
目
を
荷
ふ
彼
の
先
天
的
形
式
が
認

識
澄
徳
親
美
何
れ
の
揚
合
に
以
て
も
法
鋼
或
は
合
法
性
（
Q
塁
Φ
訂
。
似
霧
O
Φ
器
9
琶
2
，
隆
α
Q
盛
徳
の
義
で
あ

り
、
法
則
或
は
合
法
性
が
何
時
で
竜
一
般
性
（
匿
首
Φ
膨
Φ
汐
げ
簿
〉
を
意
味
し
た
乙
と
も
周
知
の
事
實
で
あ

　
。
到
底
人
聞
的
圭
観
的
π
る
を
免
れ
な
い
吾
人
の
認
識
が
よ
く
瞬
時
量
的
両
親
的
意
義
を
旛

　
得
る
所
以
の
根
源
は
、
輩
な
る
形
式
論
理
的
思
惟
に
あ
る
の
で
も
無
け
れ
ば
ま
し
て
威
性
的
経

　
　
　
　
定
雷
命
令
の
一
般
盤
と
個
性
と
の
闘
…
係
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
ご
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
　
　
　
　
　
・



672

　
　
　
　
哲
轟
研
究
　
第
五
＋
二
蟹
ρ
　
．
　
，
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

駿
に
あ
る
の
で
は
二
更
無
い
、
夫
は
二
者
の
何
れ
と
竜
異
る
全
く
特
異
な
る
力
素
i
ジ
ム
メ
〃

の
第
三
要
素
Φ
貯
脅
空
論
国
δ
匿
Φ
昌
酔
し
に
存
す
る
、
之
に
依
っ
て
初
め
て
、
孤
立
分
散
の
戚
性
的
印
象

は
統
帰
あ
る
封
象
二
品
成
さ
れ
個
別
附
偶
然
的
の
戚
畳
は
普
汎
必
然
的
の
経
験
に
改
丁
さ
れ
る
。

而
し
て
此
面
異
な
る
力
素
と
は
有
ゆ
る
實
質
的
内
容
を
捨
象
し
去
っ
て
後
に
残
留
す
る
先
天
・
的
’
一
〆

形
式
或
は
先
天
的
怯
則
の
義
に
外
な
ら
臓
乙
と
を
ば
『
純
粋
理
性
批
劉
』
に
於
て
確
立
し
π
カ
ソ
｝

が
、
…
進
ん
で
道
徳
客
観
性
の
問
題
を
研
究
す
る
に
．
轡
田
・
つ
て
、
直
ち
に
『
凡
て
の
理
．
牲
的
存
在
』
に
個
廉
し
て

言
質
す
る
純
糠
意
志
の
無
期
て
ふ
概
念
を
以
っ
て
、
藁
『
海
馬
理
性
批
鋼
』
の
作
業
を
開
始
し
て
行
っ

た
の
は
、
寧
ろ
當
然
の
順
序
で
あ
っ
π
と
云
は
ね
ば
な
む
叡
。
道
徳
の
絶
封
性
客
窓
牲
を
基
礎
附

引
べ
き
定
言
命
令
ズ
協
純
粋
意
志
の
形
式
の
持
ち
得
る
唯
」
の
内
容
的
規
定
は
、
法
則
牲
即
ち
一

般
化
の
要
求
の
み
で
あ
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
。
玄
徳
客
観
性
の
二
二
ば
之
を
法
野

性
に
求
め
る
外
な
い
が
、
然
し
此
法
剛
性
を
ば
認
識
形
式
の
揚
合
と
同
じ
様
に
一
般
性
と
相
算
せ

し
め
る
‘
時
に
は
、
凡
て
の
個
性
前
を
耕
温
覚
は
麹
挿
す
る
こ
と
に
な
う
は
し
煽
い
で
あ
ら
う
か
。
嘲

若
し
果
し
て
然
勇
と
す
れ
ば
定
言
命
令
て
ふ
意
志
の
法
則
は
倫
理
の
原
理
た
る
資
格
に
於
．
て
敏

ぐ
る
庭
が
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
遣
徳
生
活
か
ら
個
性
的
意
義
を
挑
拭
し
去
る
こ
と
は

道
徳
生
活
の
否
定
で
・
あ
る
、
勘
く
と
も
道
徳
の
精
華
を
否
認
し
去
蚤
之
を
二
審
一
律
化
す
る
の
難
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を
亙
れ
得
な
い
。
轟
竜
カ
ン
玉
は
如
侮
准
る
級
盤
よ
り
し
て
洋
画
概
念
を
一
般
盤
と
構
坐
し
偲
．

性
的
を
排
苑
し
π
の
で
あ
．
る
か
。
‘

羅
灘
理
性
批
到
』
の
敏
ふ
み
所
に
ま
れ
匠
理
論
の
領
域
に
於
て
は
、
認
識
を
し
て
翼
な
し
む
る
駈

以
の
根
抵
は
認
識
の
實
質
に
な
く
し
て
其
形
式
郎
ち
合
法
性
に
存
す
る
、
然
る
に
合
法
性
は
其
本

性
上
必
然
に
学
僧
性
を
含
意
し
一
般
性
な
き
露
に
法
則
燈
燭
は
成
立
し
得
な
い
と
。
カ
γ
ト
が

斯
…
様
に
考
へ
た
の
に
は
二
様
の
デ
ン
ク
墨
タ
ィ
ー
フ
が
働
い
て
居
留
様
に
思
は
れ
る
q
　
其
一
つ
は

彼
が
轟
ユ
ツ
ト
ン
の
歎
學
堺
田
然
科
學
の
法
期
を
以
っ
て
法
期
概
念
の
典
型
と
考
ヘ
カ
庭
か
ら
由

來
す
る
竜
の
で
、
法
剛
は
扁
般
に
其
論
理
的
上
質
と
し
て
一
般
性
を
要
求
し
個
性
的
を
退
け
る
、
夫

は
経
験
的
個
物
を
組
成
す
み
甑
藪
の
要
素
の
申
よ
う
典
蓮
遍
在
的
要
素
．
を
抽
象
し
で
梼
成
さ
れ

π
る
竜
．
の
持
殊
華
甲
的
要
素
は
非
本
質
的
と
し
て
捨
象
さ
れ
る
。
ジ
ム
ル
の
言
葉
を
思
う
て
言

へ
ば
、
カ
シ
，
ト
の
法
螺
概
念
は
一
方
鮎
器
δ
σ
q
ぎ
冨
臼
田
巳
彫
g
罵
創
。
。
・
d
貯
σ
笥
＄
で
あ
る
が
他
方
央
は
亦
事
物

の
要
素
に
封
し
て
隔
§
客
凶
。
口
舞
舞
。
慶
営
口
を
竜
有
す
る
、
熱
れ
概
念
的
法
則
が
一
般
的
で
あ
っ
て
而
も
　
．
：

よ
く
幽
器
U
首
σ
脅
び
無
毒
α
q
。
・
σ
q
＄
Φ
ぎ
π
る
を
得
る
所
以
で
あ
る
〆
無
二
灘
。
r
や
茄
汐
黛
滋
犠
ま
｝
δ
Q
Φ
ω
Φ
貫
敬
」
μ
。
。
勝
ψ
6
．
．

ぎ
㎝
。
・
・
ヒ
、
．
セ
⇔
創
知
ぐ
弘
。
葦
。
今
一
つ
の
雪
7
．
亘
7
は
凡
て
維
験
的
現
實
的
は
偶
然
的
個
別
的
で
あ
る
、
逆

に
凡
て
個
性
蘭
は
現
實
的
で
あ
る
と
云
ふ
一
掴
の
假
定
が
、
カ
レ
ト
に
と
っ
て
は
殆
ん
ど
貞
明
の

　
　
　
　
蛋
零
の
一
盤
と
稠
腰
の
礫
に
競
響
．
，
、
い
、
一
．
　
．
，
．
　
蕊
　
　
　
漉
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奮
綿
醗
露
　
　
節
職
か
鵡
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

翼
理
と
し
て
実
用
さ
れ
て
居
た
の
に
墓
謝
す
る
。
孤
立
分
散
の
威
畳
的
素
材
を
客
観
的
封
象
に

構
成
し
之
に
翼
国
債
値
を
賦
興
す
る
夫
の
先
天
的
規
蜀
（
麺
Φ
㈹
Φ
ぎ
蟄
鳴
δ
ち
は
、
震
う
し
て
も
非
實
在
的

理
想
的
の
竜
の
で
な
く
て
は
な
ら
霞
、
前
緒
在
的
理
想
的
の
竜
の
は
是
非
と
も
個
性
的
と
は
反
封

の
一
般
的
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
認
識
に
託
て
の
此
、
特
－
殊
を
÷
艘
．
と
、
の
、
豊
凶
を
二
っ
て
、

道
徳
毒
心
附
け
の
問
題
に
臨
ん
だ
ら
如
何
な
る
で
あ
ら
5
か
。
道
徳
生
活
に
於
け
る
存
在
（
衝
動

本
能
欲
望
等
）
と
當
爲
（
溢
徳
的
法
螺
）
と
の
關
係
は
、
正
し
く
認
識
生
活
か
ら
類
推
す
る
芝
が
、
出
㌧
奈
、
る

の
で
あ
る
、
郎
ち
道
徳
客
観
性
の
基
礎
は
認
識
の
揚
合
と
同
じ
く
矢
張
ウ
一
般
的
法
則
で
な
く
て

は
な
ら
漁
と
云
ぷ
の
が
、
カ
ン
ト
倫
理
哲
學
の
駿
足
黙
で
あ
っ
た
。
彼
に
あ
っ
て
は
、
道
徳
成
立
の

必
須
條
魯
（
8
賢
覧
。
・
・
器
ぬ
夢
切
。
り
）
π
る
定
言
命
令
は
何
慮
盗
品
、
實
質
的
で
な
く
て
形
式
的
で
あ
う

個
性
的
で
な
く
て
一
般
朗
で
あ
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
π
の
で
あ
る
。
理
性
的
要
求
と
し
て
の
定

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ビ
ヘ
　
へ

言
命
令
の
内
容
に
は
輩
な
る
経
験
的
愚
心
と
し
て
の
佃
性
の
渥
入
ウ
得
べ
き
除
地
は
無
か
っ
た

の
で
あ
．
る
。
　
斯
く
而
て
定
言
命
令
の
内
容
朗
規
定
と
し
て
は
『
法
則
哺
般
の
普
汎
性
』
（
魯
①
と
一
α
q
Φ
彰
、

①
巨
邑
酔
Φ
碧
＄
Φ
＄
Φ
貫
Φ
山
霧
Φ
跨
磐
℃
腔
）
の
外
に
益
者
込
残
留
し
無
か
つ
だ
の
で
あ
る
（
Q
音
量
）
。

　
一
般
性
と
相
即
し
て
考
へ
ら
れ
π
定
言
命
令
は
果
し
て
よ
く
道
徳
の
原
理
π
る
に
堪
へ
る
か

論
う
か
。
謁
象
化
し
て
理
解
せ
ん
乏
力
め
る
悟
性
の
墓
礎
に
立
つ
概
念
的
認
識
に
あ
っ
て
は
強
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財
帥
輔
般
益
者
と
し
個
性
的
は
輩
な
る
見
本
百
雷
営
覧
葺
と
し
℃
取
扱
っ
て
少
し
竜
差
支
な
い
で
，

あ
ら
う
が
、
客
を
主
に
從
へ
ん
ε
を
求
む
る
意
志
を
墓
と
な
す
實
践
的
生
活
に
あ
っ
て
は
一
々
の

言
動
一
々
の
性
格
は
個
性
的
か
る
虞
に
其
生
命
を
托
す
る
、
抽
象
的
一
般
化
は
π
と
ひ
道
徳
其
者

の
否
定
を
含
意
し
な
い
迄
も
恐
く
と
竜
之
が
水
準
化
機
械
化
を
蒋
來
せ
で
は
己
ま
な
い
で
／
あ
・
ら

う
。
現
實
の
滋
徳
的
生
活
は
其
天
賦
素
質
の
上
な
う
地
位
境
遇
の
上
な
り
乃
至
一
々
の
揚
合
に

於
て
當
面
す
る
情
態
の
上
な
う
に
於
て
、
導
入
各
様
各
署
各
態
で
あ
っ
て
、
其
特
異
の
事
情
に
鷹
じ

て
特
殊
の
行
動
を
と
る
露
に
日
に
生
な
る
良
彊
不
息
の
道
徳
生
活
が
開
展
さ
れ
て
行
く
の
で
あ

る
。
然
る
を
今
汝
の
意
志
の
格
牽
が
同
時
に
一
般
的
法
鋼
と
し
て
意
志
し
得
る
檬
に
行
託
せ
ん

ε
を
要
求
す
る
の
は
、
凡
て
是
等
特
殊
上
盤
的
事
情
を
捨
象
も
、
萬
人
一
様
の
行
動
甲
子
を
實
に
せ

ん
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
あ
る
懐
い
か
。
カ
ン
塾
の
格
牽
普
遍
化
の
要
求
を
文
学
通
ウ
に
乱

行
ぜ
ん
か
、
滋
徳
生
活
の
翼
面
壁
は
何
等
の
猫
創
創
始
竜
何
等
の
個
性
的
新
味
竜
な
い
恰
ら
機
械

に
よ
っ
て
一
嫌
に
生
産
さ
れ
て
行
く
大
癒
の
貨
物
の
如
き
依
因
習
生
死
次
の
言
動
の
集
積
に
在

る
と
に
な
ウ
は
し
な
い
で
あ
ら
5
か
。
様
に
よ
っ
て
胡
藍
を
描
く
底
の
踏
襲
模
倣
の
軍
勢
生
活

乙
そ
最
菊
道
徳
的
に
有
意
義
の
生
活
と
し
て
讃
美
せ
る
べ
き
で
あ
る
か
。
斯
く
て
は
夫
の
訂
ペ

ア
『
ク
ス
七
回
聴
に
よ
っ
て
入
文
野
上
に
一
二
機
を
劃
し
だ
筈
の
カ
ン
》
の
事
行
竜
、
人
情
を
ば

　
　
　
　
定
三
葉
傘
9
一
般
嚢
と
欄
性
と
の
闘
保
K
就
て
　
　
　
　
『
　
石
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
五
．



　
　
　
　
　
聯
織
　
．
馳
醐
・
　
蒲
…
　
兜
　
　
　
轍
謝
、
義
　
繭
奄
、
一
一
傭
晒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
．

齢
『
輩
燦
る
自
然
の
幽
囚
か
ら
解
放
』
し
て
・
呉
れ
た
だ
け
で
、
歎
跳
醜
的
，
築
等
を
理
想
と
す
る
啓
蒙
の
個
人

　
主
義
受
賃
至
愛
主
義
を
一
歩
を
だ
竜
超
越
ぜ
し
め
な
い
．
と
言
は
ね
な
る
寮
い
。
「
之
で
は
轟
童
チ

　
エ
の
天
才
的
個
入
主
義
龍
よ
る
『
第
二
の
救
諭
旨
邸
ち
魔
會
と
云
ふ
量
的
一
般
者
の
膣
迫
に
些
し
て

　
個
人
濁
肖
の
債
値
と
愈
巌
と
を
回
復
す
る
必
要
竜
眼
で
測
る
と
で
み
ら
5
（
6
Q
ぎ
ヨ
臨
く
。
裡
同
霧
§
σ
Q
曾

　
｛
8
露
囚
琶
許
罵
O
晦
・
）
。
定
言
命
命
の
唄
般
性
に
よ
っ
て
實
現
さ
れ
る
竜
の
は
、
輩
に
多
数
の
揚
合
に
好

　
都
合
で
あ
る
と
云
ふ
『
結
果
の
質
倉
』
（
臼
費
．
b
錯
き
冨
O
ぎ
§
号
轟
．
O
黒
影
）
に
過
ぎ
な
い
（
こ
農
芸
墓
♂
自
一
昌
蛋
葺
茜

　
・
貯
象
。
竃
。
薦
挙
落
⑦
塁
。
｝
影
ド
瞬
9
H
担
b
。
。
。
）
。
p
行
爲
が
凡
て
の
他
人
に
甥
し
て
、
如
何
な
る
事
情
の
下
に
於

　
て
竜
央
れ
に
は
無
頓
着
に
一
般
－
的
に
愛
當
し
得
る
よ
う
の
動
機
に
從
っ
て
實
凝
せ
ら
れ
る
時
、
物

　
め
で
滋
徳
醜
意
義
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
と
読
か
れ
π
と
し
舟
な
ら
ば
、
カ
ン
ト
の
教
読
は
篭
に
、

　
『
徹
頭
、
微
，
尾
一
ア
モ
、
、
ノ
ラ
影
．
グ
ィ
ッ
ジ
ュ
』
つ
く
貯
回
衛
9
び
蟄
醇
9
P
①
◎
a
O
O
｝
回
・
（
ピ
濤
O
譜
さ
娼
ゴ
識
O
訟
．
貯
臣
段
艶
嵩
σ
奄
O
彰
O
一
鐸
O
Ω
b
於
◎
剛
凱
O
げ
酔
Φ
飾
⑦
騰

　
電
】
三
〇
蓉
℃
三
〇
．
、
）
で
あ
る
と
の
讃
僻
を
瀟
…
ち
得
る
に
は
足
ウ
る
で
あ
ら
5
。
此
黙
が
恐
ら
く
就
會

　
主
義
者
の
敷
熱
す
る
慮
と
な
う
、
醗
倉
主
義
の
カ
ン
㍗
化
或
は
カ
ン
↑
の
証
會
主
義
化
が
叫
ば
れ

　
る
に
至
つ
控
重
要
獄
一
動
因
か
と
想
橡
さ
れ
る
。
然
し
ゲ
葺
ゲ
や
シ
ュ
ラ
イ
馬
〃
マ
ツ
へ
膨
乃
至
ロ

　
マ
ン
テ
，
．
ク
詩
人
哲
曲
者
に
よ
っ
て
碕
遙
に
深
い
意
昧
で
の
個
性
主
墨
壷
ち
全
騰
葡
意
義
を
輩

　
す
る
部
分
、
無
限
の
具
膣
化
と
し
労
て
の
上
姓
馬
熱
血
淀
即
し
で
の
個
入
、
て
ふ
概
念
を
啓
示
さ
れ
心
後
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の
今
日
の
吾
々
に
あ
っ
て
は
、
上
蓮
の
如
き
二
軍
等
化
の
實
現
を
要
求
す
る
定
言
命
令
の
蝋
般
性

は
到
底
姜
當
な
る
滋
徳
原
理
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
が
出
褒
茸
い
。
魏
竜
痢
ン
ト
の
港
徳
的
法

刷
は
果
し
て
ヰ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
言
ふ
如
く
『
個
牲
の
有
，
ゆ
る
樺
利
の
塵
鋤
島
（
象
Φ
d
暮
霧
曾
熔
。
犀
藏
じ
σ
q
｛

蘭
巴
丁
丁
①
o
馨
霧
急
霧
H
b
窪
く
一
釦
粟
窪
豊
に
よ
っ
て
購
は
れ
だ
竜
の
で
あ
ら
う
か
（
O
嘗
・
o
彦
。
シ
ュ
ゾ
ル
ツ
な
ど

の
言
ふ
如
く
カ
ン
ト
の
一
般
的
愚
論
は
果
し
て
凡
て
の
個
性
的
と
相
容
れ
な
い
蜂
質
の
竜
の
で

あ
る
で
あ
ら
う
か
（
尊
Q
◎
蛍
く
鍵
斜
Q
毎
簿
毒
釦
の
一
驚
凶
◎
算
⑦
ぞ
挨
。
。
こ
”
図
同
日
δ
劉
①
σ
q
Φ
｝
疎
魯
①
銀
雪
Φ
旨
Φ
塁
◎
冨
ロ
警
霧

ゆ
貯
曾
国
曽
影
欝
、
．
）
。

　
カ
ン
ト
に
從
へ
ば
、
或
意
志
内
容
或
具
膿
的
動
機
が
謙
徳
帥
と
留
筆
き
れ
る
爲
め
に
は
、
夫
れ
が
、

同
時
に
一
般
的
法
則
と
な
ウ
得
る
性
質
を
隠
江
ね
ば
な
ら
綴
。
換
言
す
れ
ば
、
行
爲
者
が
肖
巳
φ

行
書
を
反
省
し
之
を
一
般
融
法
則
と
し
て
意
志
し
得
と
の
確
信
に
立
つ
時
、
夫
は
仁
徳
上
善
な
る
．

行
宮
と
劉
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
此
可
能
的
一
，
般
化
の
要
求
は
遣
笠
置
債
値
の
試
金
石
（
津
。
甑
鋤
1

①
蛋
切
）
で
あ
る
。
然
し
夫
は
決
し
て
戯
せ
ら
る
べ
き
賞
該
行
爲
の
個
性
化
と
相
悸
る
性
質
の
竜
の

．
で
は
な
い
。
寧
ろ
爽
は
行
爲
の
如
侮
な
る
徹
底
的
個
性
化
と
竜
よ
く
結
合
し
得
る
」
般
化
噂
あ

る
。
何
れ
程
特
異
濁
特
の
行
爲
で
あ
っ
て
竜
、
二
等
二
者
が
、
釘
入
に
て
竜
あ
れ
現
に
余
が
當
面
す

ち
蕗
霞
情
の
下
思
於
癒
は
余
と
金
風
同
様
に
行
動
す
べ
き
竜
の
と
意
志
し
得
π
な
ら
算
盤
行
平

　
　
　
　
、
審
命
令
の
疲
讐
欄
讐
編
鶴
婁
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌻
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蟹
畢
研
究
　
　
箪
凝
十
篇
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
道
徳
上
筆
饗
債
値
を
有
す
と
さ
れ
る
。
　
咽
般
化
の
要
求
さ
れ
る
當
の
行
橋
は
垂
葉
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゆ

具
萱
草
行
賞
で
あ
る
、
帥
ち
『
汝
の
意
志
の
詮
議
』
で
あ
る
。
　
行
爲
者
の
性
格
境
遇
地
位
職
業
乃
至
そ

の
背
後
に
荷
負
ム
其
人
の
人
格
賄
歴
史
、
筍
し
く
二
二
雲
行
爲
の
組
成
に
墾
與
す
る
凡
て
の
條
件

を
一
切
含
め
て
の
具
膿
－
受
忍
・
爲
一
驚
ゆ
る
特
殊
の
事
情
を
含
寮
し
め
て
の
個
性
的
行
爲
一

之
に
反
し
て
一
般
化
の
要
求
が
提
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
無
様
に
解
費
す
る
時
、
定
言
命
令
は
伯
．

夷
雪
質
と
同
時
に
武
王
を
義
と
し
、
乃
木
大
饗
の
爵
殺
と
之
を
模
倣
せ
る
似
而
読
響
土
と
を
差
干

す
る
こ
と
が
出
來
る
、
草
深
き
田
舎
に
父
乱
悪
來
の
産
を
守
る
三
野
の
一
蒼
夫
も
鵬
程
萬
里
爾
極
－

の
男
芸
に
身
命
を
繁
し
て
悔
み
ざ
る
冒
瞼
家
竜
興
に
道
徳
の
繕
器
性
を
禮
達
し
て
居
る
と
剣
決

す
る
こ
と
が
出
家
る
の
で
あ
る
。
道
徳
原
理
に
何
等
か
の
實
質
的
要
素
を
移
入
し
て
考
へ
る
と

…
よ
し
そ
の
加
へ
ら
れ
る
黒
質
が
人
格
の
完
成
で
あ
っ
て
竜
爾
利
の
増
進
で
あ
っ
て
竜
將
叉
理

性
の
欲
望
統
御
で
あ
っ
て
も
一
何
時
で
も
野
禽
質
的
命
令
に
充
分
よ
く
吻
合
し
な
い
特
異
な

野
合
が
二
見
さ
れ
る
、
之
を
発
て
適
合
さ
ぜ
よ
う
と
す
る
と
其
慮
に
多
少
の
無
理
を
犯
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
邸
ち
實
質
的
原
理
に
於
て
は
其
本
質
上
行
爲
の
，
個
性
化
に
、
多
か
れ
少
か
れ
、
嗣
限
：

を
加
ぺ
．
る
～
に
贈
る
。
然
る
に
｝
切
の
實
質
的
規
定
を
排
除
し
悉
ぐ
し
て
一
般
性
て
，
ふ
、
一
見
冷

々
寂
々
た
る
規
定
の
外
何
者
を
，
も
保
留
し
な
い
カ
ン
ト
の
形
式
的
道
徳
原
理
だ
け
に
は
．
此
種
の
，
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強
制
を
㌃
行
翼
婁
が
な
い
。
如
何
な
る
翠
一
露
命
の
揚
合
で
竜
よ
く
溢
徳
の
絶
野
境
に
屡
賦
す
る

を
得
ぜ
し
め
る
。
　
領
野
個
性
化
を
許
容
し
之
と
結
合
し
得
る
識
が
正
し
く
カ
ン
拳
定
言
命
令
の

形
式
的
一
般
性
の
張
味
で
あ
る
。
　
ジ
ム
メ
ル
が
カ
ン
ト
の
形
弐
主
義
に
よ
っ
て
初
め
て
特
殊
な

る
規
定
に
『
無
制
限
の
除
地
』
（
毒
Φ
ぎ
び
二
二
峯
鼻
§
鶉
讐
旦
が
興
へ
ら
れ
る
と
評
し
（
図
器
許
リ
メ
認
劉
西
口
7

0
碁
け
σ
q
噂
H
H
紮
。
。
や
）
ブ
ル
葺
ノ
！
バ
ウ
フ
が
此
定
言
命
令
て
ム
原
理
は
純
粋
形
式
と
し
て
は
絶
、
野
に

超
個
性
酌
で
あ
る
・
が
夫
は
．
・
箪
如
荷
な
る
・
愚
書
的
－
的
照
合
に
、
毛
適
用
・
し
得
る
か
，
ら
．
絶
・
甥
旋
－
個
個
的
－

で
－
あ
る
㊧
毎
き
b
⇔
き
◎
｝
ポ
潮
瀬
陣
ぎ
一
口
幽
霞
ご
魔
巳
O
。
。
O
娼
ぼ
巴
目
当
溶
』
巴
踵
げ
三
口
Φ
茎
b
。
》
4
心
。
警
）
と
賛
し
だ
の
は
、
蓋

し
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
餓
案
か
と
思
は
れ
る
。
ヰ
ン
デ
ル
パ
ン
ト
と
は
正
反
野
に
定
言
命
令
は

個
性
の
有
ゆ
る
椹
利
の
許
容
を
其
本
質
と
す
と
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
。

國

　
カ
ン
ト
の
形
式
主
義
は
他
の
如
何
な
る
倫
理
読
よ
う
竜
一
々
行
爲
の
特
殊
性
と
相
容
れ
る
も

の
で
あ
る
、
此
無
生
實
」
質
原
理
が
特
定
の
内
容
に
よ
っ
て
凡
て
の
遠
藤
を
律
せ
ん
と
す
δ
の
結
果
、
行

－
爲
を
擁
◎
冨
菖
8
邑
鶏
窪
す
る
に
、
至
る
に
益
し
て
カ
ン
塾
倫
理
の
最
大
の
強
味
で
あ
る
と
云
ふ
（
切
碧
。
F

Φ
露
。
冨
巴
σ
。
犀
Φ
詳
霞
釦
囹
興
ω
ぴ
巳
凶
◎
算
①
雛
魚
鳥
霞
ぼ
憲
酸
畠
霞
犀
ぽ
F
。
。
ど
φ
切
欝
Φ
鐸
・
）
。
然
し
此
長
所
は
其
反
面
に

　
　
　
　
定
革
命
命
の
一
般
性
と
梱
…
盤
と
㊨
繍
…
僚
κ
晶
就
て
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
九
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轡
墨
概
究
　
簾
施
申
二
雛
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
，
　
　
」
Q

重
大
な
る
難
織
を
包
藏
し
て
居
る
檬
に
竜
愚
は
れ
る
。
個
々
の
，
行
，
爲
を
夫
れ
夫
れ
其
－
具
，
薩
相
に

於
て
・
見
る
縛
は
一
々
特
殊
個
性
的
で
、
其
申
か
ら
道
徳
的
評
債
に
無
關
係
没
交
渉
と
し
．
て
捨
象
し

去
り
喜
べ
，
き
、
要
素
は
一
つ
竜
無
い
筈
で
あ
る
。
如
何
程
些
細
で
一
見
無
意
昧
に
思
「
は
れ
る
事
情

で
あ
っ
て
奄
、
深
き
人
生
の
膣
験
と
鏡
き
道
徳
威
を
持
つ
人
に
於
て
は
、
一
の
黒
甜
撃
墜
爲
の
構
成

力
素
と
し
て
不
可
敏
必
須
で
あ
う
、
他
の
比
較
的
顯
著
な
典
遍
遍
在
的
因
素
と
同
等
の
権
利
を
以

っ
て
一
般
化
を
要
求
す
る
竜
の
で
早
る
乙
と
が
磯
見
さ
れ
る
で
あ
ら
5
。
成
程
抽
象
的
に
見
れ

ば
世
に
は
類
似
の
揚
合
が
多
い
に
違
．
い
な
い
。
が
具
膿
的
に
は
嚇
々
特
殊
的
で
あ
う
全
く
同
一

事
情
の
下
に
立
つ
同
一
内
容
の
動
機
や
行
平
は
存
在
し
な
い
。
碧
し
定
言
命
命
は
一
々
の
行
軍

を
不
可
分
割
的
全
層
と
し
て
華
華
に
．
繍
般
化
せ
ん
し
と
を
要
求
す
る
竜
．
の
で
あ
う
此
要
求
を
充

た
す
行
爲
が
遣
徳
法
に
合
せ
る
行
触
な
ム
と
劉
決
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
謂
ふ
庭
の
一

般
的
痘
徳
法
は
一
々
の
特
殊
な
る
揚
馬
揚
合
と
同
一
義
に
な
ウ
鼓
に
一
．
般
的
法
期
て
ム
概
念
は

放
抱
し
な
け
れ
ば
な
ら
至
剛
に
惣
う
は
し
馨
い
で
あ
ら
う
か
。
法
則
と
云
へ
ば
同
一
の
事
情
の

下
に
あ
つ
で
は
前
件
後
件
の
耳
鎖
が
何
々
何
呉
に
あ
っ
て
竜
同
じ
様
に
繰
返
さ
葡
べ
し
と
の
「

般
的
要
求
を
骨
子
と
す
る
竜
の
．
で
、
現
實
に
生
馴
す
る
事
件
を
彩
る
特
殊
的
色
合
は
之
を
看
恥
し

て
問
は
－
な
い
が
本
質
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
此
考
方
ゐ
ら
君
へ
ば
具
単
相
に
於
て
の
行



　
，
爲
は
ま
し
不
可
・
分
－
劉
的
、
暗
事
膿
、
で
あ
っ
，
て
も
之
謎
－
野
目
し
で
÷
般
的
溝
鋼
を
立
じ
得
ん
が
、
爲
あ
に
ば
、
．

　
其
，
行
痘
毒
プ
般
的
要
素
と
特
－
殊
的
要
素
と
あ
合
皮
果
と
見
破
さ
れ
（
粟
中
特
森
的
要
’
素
な
謹
直
．
的

　
深
海
・
に
無
女
偏
め
噛
め
－
と
、
し
、
、
て
捨
、
象
ざ
れ
．
一
般
的
要
素
φ
み
撹
徳
石
窟
上
本
質
F
的
と
し
セ
選
取
、

　
結
合
き
れ
ね
ば
な
ぢ
ぬ
。
囁
一
斯
－
凄
め
－
却
き
－
抽
象
あ
、
極
、
限
が
法
劔
あ
上
一
般
盤
の
み
を
共
唯
晶
内
容
と

　
す
－
る
定
言
・
命
令
・
て
・
ふ
道
徳
原
理
と
な
っ
て
現
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
惟
ふ
に
力
払
㍗
が
道
徳
の
原

　
理
と
し
’
て
一
般
的
法
則
を
謁
げ
た
の
は
滋
徳
的
雨
露
の
野
心
と
な
る
読
流
に
於
て
は
一
般
化
し

　
て
法
話
に
撮
取
ル
得
三
，
般
的
要
素
が
含
織
れ
て
居
る
、
軍
に
個
性
的
上
る
に
止
ま
る
他
の
要
素

　
は
霊
徳
上
無
二
係
の
も
の
と
し
て
捨
離
し
て
よ
ろ
し
い
、
斯
く
せ
ぱ
求
む
る
露
の
一
般
的
意
義
を

　
藏
す
る
行
儒
の
仕
方
が
容
易
に
駿
見
さ
れ
る
と
信
じ
だ
の
で
あ
る
か
竜
知
れ
な
い
。
若
し
．
念
慮

　
定
が
當
っ
て
居
る
と
す
れ
ば
溢
徳
的
決
定
に
影
響
を
持
つ
か
ら
法
則
に
主
取
さ
れ
ん
こ
と
を
要

　
諒
し
得
る
資
格
を
持
つ
一
般
的
要
素
ど
、
遣
徳
的
決
定
に
何
の
影
響
も
持
π
臓
か
ら
全
く
一
般
化

　
を
許
さ
綴
と
見
る
べ
李
輩
な
る
佃
性
的
要
素
と
を
、
一
々
の
揚
倉
血
合
に
就
て
明
廃
的
確
に
匠
別

　
す
る
に
何
等
か
の
規
範
が
無
く
て
は
な
ら
訟
つ
然
る
に
カ
ン
ト
は
此
期
に
つ
い
て
は
何
等
の
準
層

　
上
す
べ
き
規
範
を
竜
指
示
し
な
か
つ
π
。
逸
れ
は
叉
當
然
の
事
で
到
底
指
定
し
得
べ
き
竜
の
で

細
　
は
な
い
の
で
あ
る
。
契
約
履
行
と
か
委
盛
物
に
信
を
守
る
と
か
離
島
の
才
能
爽
揮
と
か
乃
至
仁
．

　
　
　
　
　
蛋
零
丑
盤
・
縫
・
繍
藩
撃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
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哲
畢
研
究
　
　
第
五
十
二
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

慈
的
援
助
と
か
云
ム
如
き
カ
ン
ト
の
あ
げ
た
三
四
の
事
例
は
何
れ
竜
日
常
孕
凡
生
活
裡
の
義
務

行
爲
に
厩
し
彼
の
一
般
化
て
ふ
標
準
に
よ
っ
て
も
之
を
仮
定
す
る
に
惑
ふ
白
竜
あ
る
凌
い
が
、
一

度
童
画
紛
料
せ
る
人
生
の
亀
鑑
渦
申
に
於
て
之
に
當
面
せ
ん
か
、
文
．
字
蓮
ウ
に
之
を
墨
守
す
る
こ

と
の
果
し
て
常
に
義
務
と
し
て
是
認
せ
ら
る
べ
き
や
否
や
不
明
で
あ
る
。
恒
轄
如
定
流
の
人
生

の
實
相
擁
に
於
て
は
何
れ
を
特
殊
的
と
し
て
捨
象
し
何
れ
を
一
般
的
と
し
て
抽
象
す
べ
き
か
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

の
定
言
命
令
の
含
意
す
る
可
能
的
一
般
化
で
以
っ
て
其
決
定
を
下
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

麗
麗
特
金
的
で
濫
徳
的
決
定
に
無
關
係
の
檬
に
見
え
る
要
素
で
あ
っ
て
も
、
趨
れ
が
果
し
て
撹
徳

的
評
債
に
繕
勢
的
没
交
渉
で
あ
る
か
否
か
は
初
あ
か
ら
豫
幽
し
得
な
い
慮
、
寧
ろ
灘
何
な
る
特
殊

的
要
素
で
竜
當
蟹
行
爲
を
構
成
す
る
酵
素
と
な
る
竜
の
は
凡
て
魔
羅
的
に
か
積
極
的
に
か
道
徳

的
上
有
意
昧
と
見
る
が
正
し
い
考
方
で
は
あ
る
ま
い
か
。
砂
く
と
も
カ
ン
ト
が
一
般
的
と
特
殊

的
と
を
滑
皿
騙
す
べ
き
何
等
の
標
準
竜
斑
ハ
へ
て
居
な
い
…
以
・
上
、
定
昌
爵
命
令
の
可
能
的
一
般
化
は
一
々

．
の
揚
合
に
於
て
の
事
情
壼
盤
を
剰
さ
ず
考
慮
の
内
に
入
れ
其
劇
界
の
特
定
行
爲
そ
の
ま
、
を
一

般
的
息
急
と
し
て
意
志
し
得
る
や
否
や
と
反
省
せ
ん
こ
と
を
要
求
す
る
竜
の
と
解
繹
す
る
方
が

白
墨
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
帥
ち
編
戸
的
事
情
竜
一
般
的
事
情
と
同
様
に
同
時
に
併
せ
て
一

般
化
せ
ら
る
べ
き
、
で
あ
る
、
一
般
化
に
堪
へ
ね
ば
反
義
務
と
し
て
退
け
ら
る
べ
き
ぞ
あ
る
と
云
ふ



　
－
ζ
と
に
荏
る
。
然
し
斯
様
に
揉
事
争
要
素
が
一
般
化
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
る
乏
見
倣
さ
れ
る
様
に

　
・
な
れ
ば
、
其
論
理
的
蹄
結
は
法
則
概
念
の
放
弛
か
（
自
鍵
醜
霧
霧
①
昏
器
営
げ
既
β
鎧
σ
q
Φ
旨
Φ
筒
Φ
乙
。
O
Φ
ω
Φ
ぎ
α
q
¢
ぴ
窪

　
犀
讐
艮
然
ら
ず
ん
ば
一
般
化
帥
算
術
的
繰
返
し
〔
Φ
一
望
⑫
暮
7
督
。
募
。
げ
Φ
ぞ
δ
釦
Φ
昏
巳
震
敵
て
ふ
第
嚇
飾
に
提

　
起
し
控
非
難
を
見
れ
得
な
い
で
あ
ら
う
（
ω
ぎ
B
卑
図
諺
戸
H
O
解
く
σ
Q
一
・
田
畑
塾
琶
σ
碕
殺
お
磨
融
・
）
。
ジ
ム
メ
戸

　
は
、
一
新
光
明
を
與
へ
る
か
に
見
え
る
深
田
な
哲
學
的
思
想
も
、
之
を
實
漁
具
膿
的
問
題
に
適
用
し

　
て
墨
壷
作
を
槍
す
る
瞬
間
に
於
て
屡
々
不
充
分
な
こ
と
を
暴
露
し
矛
盾
を
示
す
の
は
、
其
哲
學
に

　
愛
し
て
眞
便
如
何
の
最
竜
重
大
な
る
疑
惑
を
生
ぜ
し
め
る
に
足
る
と
説
い
て
定
言
命
令
を
莫
一

　
例
に
継
げ
、
夫
は
ピ
幽
・
・
9
暮
α
q
く
8
国
騰
。
δ
苺
幽
国
臨
巳
q
Q
。
。
ざ
ω
団
α
q
冨
騨
で
あ
る
と
評
し
π
。
即
ち
彼
は
カ
ン

　
き
の
定
言
命
令
が
、
一
方
最
竜
徹
底
蘭
な
個
性
化
と
竜
結
合
し
得
る
こ
と
を
以
（
ノ
て
其
長
所
で
あ

　
る
Z
と
、
を
是
認
・
し
（
ノ
、
、
他
方
之
を
現
實
の
問
題
に
適
用
す
る
時
は
上
蓮
の
如
き
救
ふ
可
ら
ざ
る

　
破
綻
を
暴
露
し
切
角
0
深
遠
な
る
激
化
竜
全
《
無
数
に
購
す
る
を
藩
命
て
居
腫
の
・
で
あ
る
（
図
珍
び

　
H
8
扇
落
儀
⑩
興
）
。
若
し
定
言
命
令
が
個
性
化
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
法
刷
の
一
般
性
を
滑
逸
せ
し

　
め
る
竜
の
な
ら
ば
、
『
倫
理
學
の
破
産
』
ば
必
定
免
れ
難
い
で
あ
ら
う
し
（
幹
嘗
σ
Q
ρ
塑
口
憲
9
茜
一
β
象
Φ
国
々
F

　
押
嶺
O
）
若
し
叉
個
性
化
を
排
遇
す
る
芝
に
依
っ
て
辛
く
竜
其
一
般
性
を
維
持
す
る
だ
け
な
ら
ば
、

棚
脱
蝕
し
得
控
と
想
は
れ
π
千
遍
一
律
化
に
羅
ぴ
囚
は
れ
の
身
と
な
る
外
は
な
い
様
に
思
は
れ
る
。
’

　
　
　
　
　
定
時
命
倉
の
一
般
牲
と
醐
鏡
と
の
鰻
懸
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薯
一
露
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哲
學
醗
兜
　
第
丑
＋
ご
，
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
國

挽
も
カ
ン
ト
遣
徳
法
の
一
般
性
の
個
性
に
…
封
ず
る
翼
實
の
騰
’
係
は
雄
心
に
見
る
べ
き
で
あ
る
か
。

　
濫
徳
客
観
性
の
基
礎
附
け
原
理
で
あ
る
定
言
命
令
の
一
般
性
が
野
個
性
の
問
題
に
於
て
上
蓮

の
如
き
進
退
無
難
に
隅
る
様
に
な
る
の
は
、
其
嶋
．
般
性
が
薗
然
科
學
的
一
般
性
を
意
味
す
と
推
定

さ
れ
る
か
ら
で
み
る
。
心
入
の
行
爲
を
濫
徳
的
と
極
印
を
捺
す
も
の
は
、
侮
腱
迄
略
意
志
の
客
親

兵
合
法
性
で
み
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
此
意
志
の
一
般
者
が
強
い
て
其
一
般
性
を
保
持
せ
う

と
す
る
と
凡
て
の
個
性
的
を
麹
塵
す
る
ζ
と
に
蹄
着
し
、
之
に
反
し
て
個
性
的
を
許
容
し
て
伸
縮

事
由
と
な
る
と
其
一
般
性
を
喪
失
す
る
の
結
果
を
招
食
す
る
の
墜
央
れ
が
悟
性
の
一
般
者
と
，
全

く
ア
ナ
ロ
罫
ギ
ソ
シ
識
に
考
へ
ら
れ
る
爲
め
で
あ
る
。
懐
性
的
唱
賢
者
と
全
く
類
推
的
に
．
考
へ
ら
れ

だ
意
志
的
一
般
考
は
個
性
的
と
相
容
れ
ず
之
を
容
れ
れ
ば
直
ち
に
其
一
般
性
を
喪
ふ
も
の
で
あ

る
。
何
と
懸
れ
ば
落
性
「
的
一
般
者
は
其
支
配
下
に
立
つ
内
容
が
繰
返
し
の
可
能
性
を
持
つ
露
に

其
本
質
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
個
性
は
之
に
反
し
て
繰
返
し
を
絶
筆
に
彊
絶
す
る
慮
に
共
生
命

を
托
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
爾
種
概
念
は
朋
ら
か
に
相
互
携
拒
的
で
あ
る
。
ヰ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
や

シ
ュ
タ
ン
ゲ
、
シ
ュ
ゾ
γ
ッ
さ
て
は
ジ
ム
メ
ル
等
の
定
言
命
令
に
勤
す
る
走
衆
の
由
駕
す
る
腱
は
實
に

鼓
に
存
す
る
。
　
カ
ン
F
塾
は
上
道
「
徳
的
法
則
を
ば
『
有
ゆ
る
事
惜
の
下
に
於
て
の
∵
般
忍
法
剛
』
（
Φ
貯
、

㊦
ω
旧
聞
霧
尊
話
d
ヨ
。
・
裁
鼠
窪
勲
壽
。
彰
Φ
首
①
艮
O
器
Φ
旦
）
換
一
言
す
れ
ば
第
一
抵
剣
で
確
立
し
π
蒼
然
科
學
的



法
刷
概
念
と
全
く
ア
ナ
脅
す
解
7
シ
ュ
に
解
毒
し
π
の
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
虚
か
ら
し
て
、
個
性
と

の
關
係
に
傷
曾
て
塗
骨
爾
難
に
陥
る
と
の
困
難
も
出
て
來
る
の
で
あ
る
（
石
農
含
湾
Φ
ポ
自
蔵
ダ
同
0
5
。
然
し

此
想
像
は
果
し
て
充
分
の
玉
食
を
具
へ
た
も
の
で
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
若
し
か
ン
㍗
が
意
志
の

一
般
性
を
悟
性
の
一
般
性
と
類
比
的
に
想
念
し
π
と
の
推
定
が
破
れ
る
な
ら
ば
、
隠
者
の
千
萬
言

も
畢
覧
的
無
き
に
矢
を
放
つ
も
の
と
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
錦
竜
難
者
の
カ
ン
ト
解
羅
の
論
擁

や
如
，
何
。
言
言
に
就
て
最
竜
周
到
精
細
の
女
盛
を
與
へ
だ
の
は
、
余
の
知
る
限
・
9
で
は
、
ジ
ム
メ
押

の
『
個
性
的
胡
弓
』
と
云
ふ
一
文
で
あ
ら
5
1
（
d
器
財
象
く
疑
器
臣
Φ
①
器
げ
辞
，
謬
．
・
日
o
q
q
＄
・
．
隔
団
騨
H
タ
μ
鶏
ρ
ψ
H
旨
惨
。

先
づ
左
に
其
大
要
を
紹
介
し
次
に
之
が
批
評
に
移
蚤
差
い
と
思
ふ
。
（
未
完
）
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